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第１章：研究背景と目的 

教職員のメンタルヘルス対策は喫緊の課題であり(文部科学省，2024)，精神疾患による休職

者の増加など，教員のメンタルヘルスをめぐってさまざまな問題が指摘されている。しかし、

組織や教員文化といった観点から教職アイデンティティの形成および職業性ウェルビーイン

グへの効果に検討した研究はない。 

本研究では，小学校教員を対象とし，教職アイデンティティの先行要因として学校の組織

風土に着目し，学校組織風土，教職アイデンティティ，職業性ウェルビーイングのそれぞれ

の関連について明らかにすることを目的とする。以下，本研究の仮説を示す。 

仮説１ 

 協働的風土は教職アイデンティティに正の影響を与える。 

仮説2 

 同調的風土は教職アイデンティティに負の影響を与える。 

仮説3 

心理的安全風土は教職アイデンティティに正の影響を与える。 

仮説4 

協働的風土は職業性ウェルビーイングに正の影響を与える。 

仮説5 

同調的風土は職業性ウェルビーイングに負の影響を与える。 

仮説6 

心理的安全風土は職業性ウェルビーイングに正の影響を与える。 

仮説７ 

教職アイデンティティは職業性ウェルビーイングに正の影響を与える。 

 
 

第 2 章：研究方法 

研究倫理委員会の承諾後，研究担当者の個人的ネットワークおよびWeb会社(アイブリ

ッジ株式会社)に調査を委託する形で公立小学校に勤める正規職員(年齢：23歳～65歳)133名

を対象に学校組織風土尺度，教職アイデンティティ尺度，職業性ウェルビーイング尺度，基本

属性に関する質問を行った。分析には，統計解析ソフトIBM SPSS 29.0JおよびAmos 26Jを用い

た。 

 
 

第 3 章：結果 

仮説モデルを検討するために，最尤法による構造方程式モデリングを行った結果，同調的風

土は教職アイデンティティに正のパスを示し(β=.24, p=.024)，心理的安全風土は教職アイデン

ティティに正のパスを示した(β=.24, p=.007)。また，同調的風土は職業性ウェルビーイングに

弱い負のパスを示し(β=-.17, p<.001)，教職アイデンティティは職業性ウェルビーイングに強い
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正のパスを示した(β=.91, p<.001)。一方で，協調的風土は教職アイデンティティに有意なパス

を示さなかった(β=.12, p=.54, n.s)。 

 

 

第 4 章：考察 

本研究の目的は，学校組織風土と教職アイデンティティを職業性ウェルビーイングの規定要

因とし，その影響について検討することであった。その結果，心理的安全風土が教職アイデン

ティティに正の効果，同調的風土が職業性ウェルビーイングに負の効果，教職アイデンティテ

ィが職業性ウェルビーイングに正の効果を示し，仮説3，仮説5，仮説7が支持された。一方

で，協調的風土から教職アイデンティティ，職業性ウェルビーイング，心理的安全風土から職

業性ウェルビーイングには有意なパスが見られず，仮説1，仮説4，仮説6は支持されなかっ

た。また，仮説に加えて，職位，職務，勤続年数による変数間の比較検討，各概念の下位因子

によるパス解析も行ったところ，勤続年数において有意な差異が見られた。 

本研究の結果により，職場での同僚との関係性や組織としての風通しのよさである「心理的

安全風土」が，教職アイデンティティの規定要因となり，職業性ウェルビーイングにも影響を

与えるという一つのモデルの形が示唆された。しかし，一時点による横断的な調査に基づいて

いるため，因果関係の解明には縦断的な研究が必要である。 

今後研究が拡大し，実践的な施策を提案することで，教員の職業性ウェルビーイングの向上

と学校組織の安定性実現に向けた支援が期待される。 
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